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一
月
二
〇
日
、
民
主
党
の
オ
バ
マ
政
権
で
副
大
統
領
を
務
め
た

ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
氏
が
七
八
歳
と
い
う
史
上
最
高
齢
で
第
四
六
代

米
国
大
統
領
に
就
任
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
が
米
国

の
経
済
、
社
会
に
深
刻
な
打
撃
を
及
ぼ
す
な
か
で
、
共
和
党
の
ト
ラ

ン
プ
政
権
が
残
し
た
米
国
内
の
深
刻
な
社
会
の
分
断
や
国
際
社
会
で

の
米
国
へ
の
信
頼
度
低
下
と
い
っ
た
「
負
の
遺
産
」
の
克
服
に
ど
う

取
り
組
む
か
、
初
動
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
稿
で
は
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
揃
え
た
閣
僚
や
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
指
導
者
の
人
事
を
紹
介
し
な
が
ら
、
新
政
権
が
政
策
課
題
に
ど
の

よ
う
な
優
先
度
を
つ
け
、
い
か
に
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
を
、

そ
の
障
害
と
と
も
に
展
望
し
た
い
。

　

二
〇
二
〇
年
一
一
月
三
日
の
大
統
領
選
挙
で
過
半
数
二
七
〇
人
を

大
き
く
上
回
る
三
〇
六
人
の
選
挙
人
を
得
て
当
選
し
た
バ
イ
デ
ン

氏
。
一
一
月
七
日
に
過
半
数
獲
得
が
確
実
と
な
り
米
主
要
メ
デ
ィ
ア

が
当
選
確
実
を
伝
え
た
が
、
す
ぐ
さ
ま
不
正
選
挙
を
訴
え
る
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
選
挙
結
果
の
否
認
と
い
う
抵
抗
に
遭
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ

氏
が
次
期
政
権
へ
の
円
滑
な
移
行
に
協
力
す
る
と
明
言
し
た
の
は
今

年
一
月
七
日
。
連
邦
議
会
の
議
事
堂
が
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
ら
に
よ
っ

て
襲
撃
さ
れ
る
惨
劇
が
起
き
、
未
明
の
上
下
両
院
合
同
会
議
で
ペ
ン

ス
副
大
統
領
が
選
挙
結
果
を
公
式
に
認
定
し
た
直
後
だ
っ
た
。
約

二
ヵ
月
の
混
乱
と
空
白
は
、
新
政
権
の
順
調
な
始
動
に
影
を
落
と
す

こ
と
に
な
る
。

「
上
院
優
位
」
見
極
め
て
顔
ぶ
れ
を
完
成

　

バ
イ
デ
ン
氏
は
女
性
初
の
副
大
統
領
と
な
っ
た
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス

氏
と
と
も
に
、
粛
々
と
政
権
の
閣
僚
・
幹
部
人
事
を
進
め
た
。
閣
僚

全
員
の
顔
ぶ
れ
が
固
ま
っ
た
の
は
、
一
月
五
日
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
上

院
決
選
投
票
で
民
主
党
が
共
和
党
現
職
を
軒
並
み
抑
え
て
二
議
席
を

日
本
経
済
新
聞
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長

菅
野
幹
雄

経
済
ポ
ス
ト
に
女
性
を
集
結
、
先
住
民
や
黒
人
の
積
極
登
用
な
ど

多
様
性
重
視
の
布
陣
は
、
上
院
の
優
位
を
見
極
め
て
。

外
交
・
安
保
は
オ
バ
マ
政
権
の
参
謀
再
起
用
で
手
堅
い
布
陣
。

一
方
で
左
派
の
勢
い
は
制
し
な
が
ら
路
線
対
立
を
避
け
た
。

前
政
権
の
「
傷
」
を
い
か
に
乗
り
越
え
る
か
、
前
途
は
多
難
だ
。

す
げ
の　

み
き
お　

一
九
八
七
年
早
稲
田
大
学

卒
、日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。
経
済
部
を
経
て
、

ド
イ
ツ
と
英
国
に
合
計
七
年
赴
任
。
経
済
部

長
、
編
集
委
員
な
ど
を
経
て
二
〇
一
七
年
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
。
一
八
年
四
月
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
支

局
長
を
兼
務
、
米
大
統
領
選
を
取
材
。
著
書
に

『
英
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
衝
撃
』。

バ
イ
デ
ン「
多
様
性
政
権
」の
実
力
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獲
得
し
た
後
だ
っ
た
。
民
主
党
は
共
和
党
と
上
院
議
席
が
五
〇
対

五
〇
で
並
び
、
上
院
議
長
を
兼
ね
る
ハ
リ
ス
氏
の
一
票
を
も
っ
て
上

院
の
多
数
派
勢
力
を
実
質
的
に
握
っ
た
。
大
統
領
、
下
院
、
上
院
を

握
る
「
ト
リ
プ
ル
ブ
ル
ー
」
の
達
成
が
、
閣
僚
人
事
の
最
後
の
ピ
ー

ス
を
埋
め
る
変
動
要
因
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
以
降
は
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
ハ
リ
ス
副
大
統
領
の
政
策
を

担
う
、
閣
僚
や
重
要
ス
タ
ッ
フ
の
人
選
を
み
て
み
た
い
。
出
揃
っ
た

顔
ぶ
れ
（
四
二
ペ
ー
ジ
表
参
照
）
に
は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
特

徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
性
別
や
人
種
、
さ
ら
に
年
代
も
含
め
て
多
彩
な
メ
ン

バ
ー
を
集
め
た
「
多
様
性
」
へ
の
配
慮
で
あ
る
。
第
二
に
二
〇
〇
九

〜
一
七
年
の
八
年
に
わ
た
る
副
大
統
領
時
代
を
中
心
に
、
バ
イ
デ
ン

氏
自
身
が
政
策
現
場
を
と
も
に
し
た
メ
ン
バ
ー
が
多
い「
身
内
重
視
」

の
色
彩
が
み
ら
れ
る
こ
と
だ
。
三
つ
め
は
、
党
内
で
要
求
の
強
か
っ

た
急
進
左
派
の
人
物
を
入
閣
さ
せ
る
こ
と
な
く
、自
ら
の
掲
げ
る「
中

道
」
路
線
を
死
守
し
た
と
い
う
点
だ
。

経
済
ポ
ス
ト
に
女
性
パ
ワ
ー
を
結
集

　

第
一
の
多
様
性
に
つ
い
て
は
、
閣
僚
な
ど
要
職
の
人
事
で
「
初
め

て
の
男
女
同
数
」（
バ
イ
デ
ン
氏
）
を
実
現
し
た
こ
と
が
最
大
の
注

目
点
と
な
る
。
特
に
経
済
政
策
の
チ
ー
ム
は
女
性
主
導
の
色
彩
が
極

め
て
濃
く
出
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
傷
を
負
っ
た
米
国
経
済
の
立
て
直
し
の
最
前

線
で
あ
る
財
務
長
官
に
は
、オ
バ
マ
政
権
で
米
連
邦
準
備
理
事
会（
Ｆ

Ｒ
Ｂ
）
議
長
を
務
め
た
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
イ
エ
レ
ン
氏
を
起
用
し
た
。

財
務
省
と
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
ト
ッ
プ
を
と
も
に
務
め
た
女
性
は
米
国
で
初
め

て
の
例
で
あ
る
。
起
用
発
表
の
演
説
で
、
労
働
経
済
学
者
の
イ
エ
レ

ン
氏
は
「
わ
れ
わ
れ
は
生
命
を
失
い
、
職
を
失
う
歴
史
的
な
危
機
に

あ
る
」
と
雇
用
の
重
視
に
意
欲
を
示
し
た
。
政
権
全
体
に
安
定
感
を

持
た
せ
る
狙
い
が
あ
っ
た
の
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

貿
易
や
産
業
の
強
化
を
担
う
要
職
も
女
性
の
抜
擢
が
目
立
つ
。
商

務
長
官
に
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
創
業
者
で
米
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ

ン
ド
州
知
事
を
務
め
た
ジ
ー
ナ
・
レ
モ
ン
ド
氏
、
通
商
代
表
部
（
Ｕ

Ｓ
Ｔ
Ｒ
）
代
表
に
は
台
湾
系
の
弁
護
士
で
多
く
の
通
商
案
件
を
担
当

し
た
キ
ャ
サ
リ
ン
・
タ
ン
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
充
て
る
。
大
統
領
の
マ
ク

ロ
経
済
政
策
に
対
す
る
助
言
役
の
大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会
（
Ｃ
Ｅ

Ａ
）
委
員
長
、
財
政
運
営
の
中
期
的
な
見
通
し
を
管
理
す
る
行
政
管

理
予
算
局
（
Ｏ
Ｍ
Ｂ
）
局
長
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
黒
人
女
性
の
セ
シ
リ

ア
・
ラ
ウ
ズ
米
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
教
授
と
イ
ン
ド
系
女
性
で
左
派

系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
率
い
る
ニ
ー
ラ
・
タ
ン
デ
ン
氏
が
就
く
。

　

性
別
の
多
様
性
と
い
う
意
味
で
、
性
的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
）
を

公
言
す
る
ピ
ー
ト
・
ブ
テ
ィ
ジ
ェ
ッ
ジ
前
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
サ
ウ
ス
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ベ
ン
ド
市
長
の
運
輸
長
官
へ
の
起
用
も
目
を
引
く
。
政
権
発
足
時
に

三
九
歳
と
最
も
若
い
同
氏
は
、
バ
イ
デ
ン
氏
が
結
果
的
に
勝
ち
抜
い

た
民
主
党
の
大
統
領
候
補
予
備
選
挙
の
序
盤
で
、
清
新
な
印
象
を
有

権
者
に
残
し
た
。
自
動
車
分
野
の
環
境
規
制
と
い
う
政
権
の
看
板
政

策
の
要
所
を
任
さ
れ
る
こ
と
で
、
政
策
経
験
の
不
足
を
補
い
、
次
世

代
の
民
主
党
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
機
会
も
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。

先
住
民
や
中
南
米
系
の
起
用
相
次
ぐ

　

性
別
に
加
え
て
人
種
間
の
多
様
性
も
重
層
的
に
考
慮
し
た
跡
が
う

か
が
え
る
。
イ
ン
ド
と
ジ
ャ
マ
イ
カ
出
身
の
両
親
を
も
つ
黒
人
女
性

の
ハ
リ
ス
氏
と
と
も
に
、
目
玉
と
な
る
の
は
国
防
長
官
に
元
陸
軍
大

将
の
ロ
イ
ド
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
氏
を
起
用
し
た
人
事
だ
。
黒
人
で
初

め
て
、
国
防
政
策
の
ト
ッ
プ
を
担
う
こ
と
に
な
る
同
氏
に
対
し
、
バ

イ
デ
ン
氏
は
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
気
候
変
動
、
核
拡
散
か
ら
難
民

危
機
ま
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
脅
威
へ
の
対
応
に
向
け
て
世
界
を
結
集
さ

せ
る
。
彼
は
ど
う
す
る
か
を
わ
か
っ
て
い
る
」
と
手
放
し
で
評
価
し

た
。
対
中
政
策
で
十
分
な
強
硬
姿
勢
が
と
れ
る
の
か
ど
う
か
、
ま
た

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
初
代
国
防
長
官
だ
っ
た
ジ
ム
・
マ
テ
ィ
ス
氏
に
続

き
、
退
役
か
ら
時
間
が
経
っ
て
い
な
い
軍
人
が
国
防
長
官
に
転
じ
る

こ
と
へ
の
文
民
統
制
上
の
懸
念
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
就

大統領
副大統領
国務長官
財務長官
国防長官
司法長官
内務長官
国土安全保障長官
商務長官
農務長官
運輸長官
労働長官
厚生長官
教育長官
住宅都市開発長官
米通商代表部（USTR）代表
環境保護局（EPA）長官
エネルギー長官
大統領経済諮問委員会（CEA）委員長
行政管理予算局 (OMB) 局長

大統領首席補佐官
大統領補佐官（国家安保担当）
国内政策会議委員長
大統領特使（気候変動問題担当）

ジョー・バイデン
カマラ・ハリス
アントニー・ブリンケン
ジャネット・イエレン
ロイド・オースティン
メリック・ガーランド
デブラ・ハーランド
アレハンドロ・マヨルカス
ジーナ・レモンド
トム・ビルサック
ピート・ブティジェッジ
マーティン・ウォルシュ
ハビエル・ベセラ
ミゲル・カルドナ
マルシア・ファッジ
キャサリン・タイ
マイケル・リーガン
ジェニファー・グランホルム
セシリア・ラウズ
ニーラ・タンデン

ロン・クレイン
ジェイク・サリバン
スーザン・ライス
ジョン・ケリー

78
56
58
74
67
68
60
61
49
70
39
53
62
45
68
46
45
61
57
50

59
44
56
77

男性
女性※
男性
女性※
男性
男性
女性
男性
女性
男性
LGBT※
男性
男性
男性
女性
女性
男性
女性
女性
女性

男性
男性
女性
男性

白人
黒人※
白人
白人
黒人※
白人
先住民※
中南米系※
白人
白人
白人
白人
中南米系※
中南米系※
黒人
アジア系※
黒人※
白人
黒人※
インド系

白人
白人
黒人
白人

前副大統領 (2009～17）
前上院議員（カリフォルニア州選出、2017～21）
元国務副長官（2015～17）
前米連邦準備理事会（FRB）議長 (2014～18）
元陸軍大将（2013～16）
連邦高裁判事（1997～）
下院議員（ニューメキシコ州選出、2019～）
元国土安全保障次官（2013～16）
ロードアイランド州知事（2015～）
元農務長官（2009～17）
前インディアナ州サウスベンド市長（2012～20）
ボストン市長 (2014～）
カリフォルニア州司法長官 (2017～）
コネティカット州教育長 (2019～）
下院議員（オハイオ州選出、2008～）
弁護士
ノースカロライナ州環境品質長官 (2017～）
元ミシガン州知事（2003～11）
プリンストン大教授
「アメリカ進歩センター」所長

元副大統領首席補佐官（2009～11）
元副大統領補佐官（国家安保担当、2013～14）
元大統領補佐官（国家安保担当、2013～17）
元国務長官（2013～17）

   
（年齢は政権発足の2021年1月20日現在。※は性別・人種別で当該ポスト初の起用）   

バイデン政権の主要閣僚・幹部の顔ぶれ
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任
に
は
退
役
後
一
〇
年
は
国
防
長
官
に
な
る
こ
と
を
禁
じ
た
国
家
安

全
保
障
法
上
の
規
定
の
適
用
免
除
を
議
会
で
認
め
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
。

　

内
務
長
官
に
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
選
出
の
下
院
議
員
、
デ
ブ
ラ
・

ハ
ー
ラ
ン
ド
氏
を
起
用
し
た
の
も
人
種
的
な
多
様
性
の
象
徴
と
な
ろ

う
。
ハ
ー
ラ
ン
ド
氏
は
閣
僚
と
し
て
史
上
初
と
な
る
ア
メ
リ
カ
先
住

民
の
血
統
を
ひ
く
。
国
民
と
の
接
点
が
多
い
厚
生
長
官
に
は
ハ
リ
ス

副
大
統
領
の
後
任
と
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
司
法
長
官
を
務
め
る

ハ
ビ
エ
ル
・
ベ
セ
ラ
氏
、
教
育
長
官
に
は
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
教
育

長
で
四
五
歳
の
ミ
ゲ
ル
・
カ
ル
ド
ナ
氏
と
、
い
ず
れ
も
中
南
米
系
の

人
材
を
充
て
た
。
年
齢
で
は
国
家
安
保
担
当
の
大
統
領
補
佐
官
と
な

る
ジ
ェ
イ
ク
・
サ
リ
バ
ン
氏
が
四
四
歳
と
史
上
最
年
少
で
こ
の
ポ
ス

ト
に
就
く
。バ
イ
デ
ン
氏
が
八
〇
歳
近
い
高
齢
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、

四
〇
〜
五
〇
歳
代
の
人
物
を
数
多
く
登
用
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た

よ
う
だ
。

外
交
・
安
保
で
目
立
つ
「
身
内
」
の
起
用

　

一
連
の
人
事
を
別
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
や
議

員
時
代
に
直
接
バ
イ
デ
ン
氏
に
か
か
わ
り
、
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
人

物
を
並
べ
た
感
も
あ
る
。
オ
バ
マ
政
権
時
代
の
「
参
謀
」
を
再
び
起

用
し
て
お
り
、
手
堅
い
半
面
で
新
鮮
味
に
欠
け
る
と
い
う
指
摘
も
出

て
い
る
。

　

特
に
外
交
や
安
全
保
障
、
内
外
の
治
安
に
つ
い
て
は
周
辺
を
信
頼

で
き
る
人
々
で
固
め
た
印
象
が
強
い
。
ア
ン
ト
ニ
ー
・
ブ
リ
ン
ケ
ン

国
務
長
官
の
起
用
は
、
オ
バ
マ
政
権
の
国
家
安
全
保
障
担
当
の
副
大

統
領
補
佐
官
や
国
務
副
長
官
を
務
め
て
、
最
も
気
心
が
知
れ
て
い
る

人
物
で
あ
る
こ
と
が
最
大
の
背
景
だ
ろ
う
。
一
時
は
国
務
長
官
候
補

と
し
て
の
観
測
も
浮
上
し
た
ス
ー
ザ
ン
・
ラ
イ
ス
元
国
家
安
保
担
当

大
統
領
補
佐
官
に
は
、
最
終
的
に
内
政
を
取
り
仕
切
る
国
内
政
策
会

議
の
委
員
長
の
ポ
ス
ト
が
与
え
ら
れ
た
。
一
連
の
閣
僚
人
事
で
最
初

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
と
な
っ
た
ロ
ン
・
ク
レ
イ
ン
氏
は
バ
イ
デ
ン

氏
の
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ
ー
も
務
め
た
側
近
中
の
側
近
。
大
統
領
首
席

補
佐
官
の
起
用
に
は
、
機
微
が
問
わ
れ
る
政
策
ス
タ
ッ
フ
を
気
心
の

知
れ
た
人
物
で
固
め
た
い
と
い
う
意
図
が
表
れ
て
い
る
。

　

司
法
長
官
と
な
る
メ
リ
ッ
ク
・
ガ
ー
ラ
ン
ド
氏
は
オ
バ
マ
政
権
が

当
時
空
席
と
な
っ
た
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
事
候
補
と
し
て
指
名
し

な
が
ら
、
当
時
の
上
院
で
優
位
に
あ
っ
た
共
和
党
に
拒
ま
れ
て
実
現

し
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
最
高
裁
に
送
り
出
さ
れ
る
ほ
ど
の
信
頼

を
得
て
い
た
人
物
の
起
用
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
決
選
投
票
で
民
主
党

の
上
院
優
位
確
保
が
確
実
に
な
っ
た
段
階
で
決
め
た
。
最
高
裁
判
事
の

時
の
苦
い
扱
い
を
繰
り
返
せ
な
い
と
い
う
思
い
も
強
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

第
三
の
点
で
あ
る
中
道
派
の
路
線
維
持
は
、
四
〇
年
近
い
上
院
議
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員
経
験
を
持
ち
、
超
党
派
の
合
意
形
成
に
か
か
わ
っ
て
き
た
バ
イ
デ

ン
氏
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
前
面
に
出
た
典
型
例
と
い
え
る
。

左
派
の
圧
力
を
や
ん
わ
り
は
ね
返
す

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
進
め
た
米
国
第
一
主
義
や
、
移
民
排
斥
の
政

策
路
線
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
た
米
国
内
の
分
断
と
並
行
し
て
、

民
主
党
に
は
か
な
り
鮮
明
な
党
内
の
勢
力
争
い
が
進
ん
で
い
た
。
大

統
領
候
補
の
指
名
争
い
で
最
後
ま
で
粘
っ
た
バ
ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー

ス
上
院
議
員
を
筆
頭
と
す
る
急
進
左
派
は
「
打
倒
ト
ラ
ン
プ
」
と
い

う
大
目
標
へ
党
内
結
束
を
重
視
、
バ
イ
デ
ン
氏
支
持
に
回
っ
た
経
緯

が
あ
る
。
閣
僚
人
事
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
四
年
ぶ

り
の
政
権
復
帰
へ
影
響
力
を
示
し
た
い
左
派
勢
力
か
ら
は
、
明
ら
か

な
失
望
感
と
バ
イ
デ
ン
氏
へ
の
批
判
が
浮
上
し
て
い
た
。

　

政
権
発
足
と
同
時
に
路
線
対
立
と
い
う
、
明
ら
か
な
傷
を
残
さ
な

い
よ
う
気
配
り
を
し
た
の
が
、
労
働
組
合
の
幹
部
出
身
で
ボ
ス
ト
ン

市
長
を
務
め
る
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
氏
の
労
働
長
官
へ
の
起

用
だ
っ
た
。
バ
イ
デ
ン
氏
は
閣
僚
人
事
の
締
め
く
く
り
と
な
る
ウ
ォ

ル
シ
ュ
氏
ら
の
起
用
を
告
げ
る
記
者
会
見
で
「
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
の
労

働
長
官
へ
の
起
用
を
真
剣
に
検
討
し
た
。
彼
な
ら
素
晴
ら
し
い
仕
事

を
す
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
特
別
に
断
り
を
入
れ
た
。
背
景
と
し

て
説
明
し
た
の
が
「
上
院
の
多
数
勢
力
維
持
」
と
い
う
便
法
だ
っ

た
。サ
ン
ダ
ー
ス
氏
や
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
選
出
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・

ウ
ォ
ー
レ
ン
上
院
議
員
を
閣
僚
に
起
用
す
れ
ば
、
そ
の
空
席
を
埋
め

る
た
め
の
上
院
議
員
の
選
挙
が
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
せ
っ

か
く
獲
得
し
た
上
院
の
多
数
勢
力
の
土
台
が
崩
れ
か
ね
な
い
。
バ
イ

デ
ン
氏
は
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
と
の
会
談
で
、
そ
う
し
た
リ
ス
ク
を
取
る

こ
と
は
避
け
る
と
合
意
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
左
派
か
ら
の

不
満
噴
出
を
避
け
る
た
め
「
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
の
同
意
」
と
「
党
の
結

束
」
を
引
き
合
い
に
出
し
た
。
同
時
に
、
一
部
で
さ
さ
や
か
れ
て
い

た
共
和
党
か
ら
の
閣
僚
起
用
も
見
送
っ
た
。
左
派
を
差
し
置
い
て
競

合
相
手
に
人
材
を
求
め
る
と
い
う
動
き
が
党
内
で
反
発
を
招
く
の
は

必
至
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。

支
出
い
と
わ
ず
、
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
最
優
先
に

　

二
〇
日
に
船
出
し
た
バ
イ
デ
ン
政
権
が
数
多
く
の
政
策
課
題
に
ど

ん
な
手
順
で
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
政
権
が
抱
え
た

難
問
や
リ
ス
ク
は
何
か
を
展
望
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
封
じ
込
め
と
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防

体
制
の
確
保
、そ
し
て
経
済
対
策
が
最
優
先
事
項
と
し
て
浮
上
す
る
。

オ
バ
マ
政
権
で
大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会
（
Ｃ
Ｅ
Ａ
）
の
委
員
長
を

務
め
た
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
フ
ァ
ー
マ
ン
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
教
授
は
筆
者

の
取
材
に
対
し
て
「
ト
ラ
ン
プ
前
政
権
と
の
最
も
重
要
な
違
い
は
、
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バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
封
じ
込
め
に
最
初
か
ら
集
中

す
る
と
い
う
点
だ
。
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
は
何
ヵ
月
も
こ
の
点
を
徹

底
的
に
無
視
し
て
き
た
」
と
み
る
。
遅
れ
が
目
立
つ
ワ
ク
チ
ン
供
給

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
検
査
体
制
の
大
幅
な
拡
充
や
マ
ス
ク
着
用
の

徹
底
を
前
面
に
打
ち
出
す
だ
ろ
う
と
話
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
人
々
の
生
活
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
済
的
な
打
撃

へ
の
手
当
て
、
州
や
地
方
政
府
の
財
政
支
援
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
対
策

の
充
実
へ
の
財
政
支
出
な
ど
を
バ
イ
デ
ン
氏
が
一
月
一
四
日
発
表
し

た
、
総
額
一
・
九
兆
ド
ル
に
及
ぶ
「
米
国
救
済
プ
ラ
ン
」
に
盛
り
込

ん
だ
。
イ
エ
レ
ン
財
務
長
官
に
は
早
々
か
ら
、
ト
ラ
ン
プ
前
政
権
で

共
和
党
の
抵
抗
に
遭
っ
て
き
た
諸
政
策
の
具
体
化
に
汗
を
流
す
日
々

が
待
ち
構
え
る
。
経
済
再
生
と
い
う
点
で
は
米
政
府
の
対
応
が
遅
れ

て
き
た
イ
ン
フ
ラ
充
実
の
た
め
の
投
資
や
、
気
候
変
動
に
配
慮
し
た

新
た
な
分
野
へ
の
投
資
の
拡
大
が
、
早
々
に
検
討
課
題
に
な
る
見
通

し
だ
。

看
板
政
策
で
突
出
す
る
ケ
リ
ー
氏
の
存
在

　

特
に
一
連
の
人
事
か
ら
バ
イ
デ
ン
政
権
の
「
本
気
度
」
が
透
け
る

の
は
、
気
候
変
動
問
題
へ
の
対
応
だ
。
大
統
領
選
の
翌
日
で
あ
る
昨

年
一
一
月
四
日
に
ト
ラ
ン
プ
前
政
権
の
も
と
で
正
式
離
脱
し
た
地
球

温
暖
化
防
止
の
「
パ
リ
協
定
」
へ
の
復
帰
を
政
権
発
足
初
日
に
も
打

ち
出
す
と
み
ら
れ
て
い
る
。
気
候
変
動
担
当
の
大
統
領
特
使
に
は
オ

バ
マ
政
権
時
代
の
国
務
長
官
を
務
め
、
パ
リ
協
定
の
合
意
に
向
け
た

交
渉
に
立
ち
会
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ケ
リ
ー
氏
を
起
用
し
た
。
国
家
安
全

保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
で
気
候
変
動
問
題
を
討
議
す
る
と
い
う
枠
組

み
は
、
安
保
上
の
リ
ス
ク
に
気
候
変
動
の
深
刻
化
を
位
置
付
け
る
政

権
の
意
図
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
財
務
長
官
と
な
る
イ
エ
レ
ン
氏
や

Ｃ
Ｅ
Ａ
委
員
長
の
デ
ィ
ー
ス
氏
も
、
気
候
変
動
に
十
分
な
対
応
を

怠
っ
た
際
の
気
温
や
水
面
上
昇
の
経
済
的
な
損
失
に
焦
点
を
当
て
る

だ
ろ
う
。

　

気
候
変
動
問
題
へ
の
肩
入
れ
は
左
派
勢
力
と
も
利
害
が
一
致
す
る

面
が
あ
る
。
ケ
リ
ー
氏
は
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
に
近
い
急
進
左
派
の
若
手

下
院
議
員
の
オ
カ
シ
オ
コ
ル
テ
ス
氏
と
気
候
変
動
に
関
す
る
作
業
部

会
の
共
同
議
長
を
務
め
た
。

　

内
政
面
で
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
進
め
た
政
策
の
巻
き
戻
し
に
重
心

が
置
か
れ
そ
う
だ
。
移
民
政
策
は
そ
の
筆
頭
に
な
る
。
幼
い
時
に
親

と
と
も
に
米
国
に
不
法
入
国
し
た
若
者
に
米
国
で
の
滞
在
を
認
め

る
「
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
」
制
度
を
ト
ラ
ン
プ
氏
は
撤
廃
す
る
方
針
だ
っ
た
が
、

バ
イ
デ
ン
政
権
は
こ
の
方
針
を
一
八
〇
度
転
換
し
、
政
権
移
行
か
ら

一
〇
〇
日
以
内
に
撤
廃
方
針
を
や
め
、
む
し
ろ
制
度
の
維
持
や
拡
大

を
打
ち
出
す
方
針
を
示
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
看
板
政
策
と
誇

示
し
た
「
国
境
の
壁
」
の
建
設
を
や
め
さ
せ
、
難
民
の
受
け
入
れ
を
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拡
大
す
る
な
ど
の
政
策
に
傾
斜
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
退
任
し
た
と
し
て
も
共
和
党
側
の
反

発
は
必
至
だ
。
上
院
・
下
院
と
も
わ
ず
か
な
優
位
し
か
な
い
民
主
党
が

ど
こ
ま
で
そ
の
政
策
を
追
求
で
き
る
か
、不
透
明
な
部
分
も
大
き
い
。

対
中
圧
力
よ
り
同
盟
修
復
急
ぐ

　

外
交
政
策
で
最
も
先
決
の
課
題
と
み
ら
れ
て
い
る
の
が
、
欧
州
と

の
同
盟
関
係
の
修
復
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
は
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
に
対
す
る
多
額
の

貿
易
赤
字
や
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
に
加
盟
す
る
ド
イ

ツ
な
ど
欧
州
勢
の
軍
事
費
拠
出
の
少
な
さ
を
執
拗
に
攻
撃
し
、
Ｅ
Ｕ

を
「
Ｆ
ｏ
ｅ
（
敵
）」
と
さ
え
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
移
民
の
子
孫
で
あ
る
バ
イ
デ
ン
氏
は
同
盟
関
係
を
ま
ず
立
て

直
し
、
多
国
間
の
協
力
で
外
交
課
題
に
向
き
合
う
と
い
う
姿
勢
を
鮮

明
に
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
も
話
す
ブ
リ
ン
ケ
ン
氏
の
国
務
長
官

就
任
を
は
じ
め
、
外
交
チ
ー
ム
も
米
欧
の
対
話
や
七
ヵ
国
首
脳
会
議

（
Ｇ
７
）
の
枠
組
み
の
再
強
化
を
急
ぐ
こ
と
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。

　

焦
点
と
な
る
対
中
政
策
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一
言
で
い
っ
て
「
拙
速

を
慎
む
」
と
い
う
方
針
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
大
統
領
補
佐
官
に
な

る
サ
リ
バ
ン
氏
は
Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で「
ま
ず
進
め
る
の
は
、

欧
州
や
ア
ジ
ア
の
同
盟
国
や
友
好
国
と
と
も
に
、
中
国
の
悪
い
慣
行

を
改
め
さ
せ
る
た
め
の
レ
バ
レ
ッ
ジ
（
対
抗
力
）
を
ど
う
確
保
す
る

か
の
議
論
だ
」
と
語
っ
た
。
国
営
企
業
補
助
金
、
強
制
労
働
、
不
当

廉
売
や
知
的
財
産
権
の
不
法
取
得
と
い
っ
た
問
題
に
、
日
本
や
欧
州

と
手
を
組
ん
で
中
国
に
圧
力
を
か
け
る
と
い
う
態
度
だ
。
同
時
に
ト

ラ
ン
プ
氏
が
次
々
と
導
入
し
た
中
国
に
対
す
る
制
裁
関
税
は
当
面
は

維
持
し
、
中
国
の
変
革
を
迫
る
た
め
の
交
渉
材
料
に
す
る
姿
勢
を
明

示
し
て
い
る
。

　

大
統
領
の
「
直
観
」
頼
み
や
総
合
戦
略
の
欠
如
に
苦
し
ん
だ
ト
ラ

ン
プ
前
政
権
と
裏
腹
に
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
経
験
と
実
績
を
も
つ
閣

僚
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
積
み
上
げ
で
主
要
な
政
策
を
進
め
て
い
く
だ

ろ
う
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
加
え
、
民
主
党
が
議
会
両
院
で
と
も
に

小
差
な
が
ら
優
位
を
確
保
し
た
こ
と
は
、
予
算
や
法
律
、
そ
し
て
閣

僚
人
事
な
ど
を
め
ぐ
る
障
害
が
一
定
の
部
分
で
取
り
除
か
れ
る
こ
と

を
意
味
す
る
。

　

だ
が
、
議
会
占
拠
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
米
国
の
危
険
な
ま
で
の
分

断
は
決
し
て
簡
単
に
修
復
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
い
か
に
格
好
を

整
え
て
も
、
米
国
民
の
民
意
を
幅
広
く
得
ら
れ
る
よ
う
な
政
策
や
理

念
の
実
現
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
困
難
を
極
め
る
。「
私
は
米
国
の

大
統
領
に
な
る
」
と
い
う
バ
イ
デ
ン
氏
だ
が
、
猛
烈
な
社
会
の
摩
擦

に
も
ま
れ
な
が
ら
の
四
年
間
の
政
権
運
営
の
ゆ
く
え
は
、
濃
い
霧
に

包
ま
れ
て
い
る
と
い
う
ほ
か
な
い
。
●




